
別紙様式第１号

１．防災・減災等の事業を行うための基盤整備に関する目標

イ　認知症高齢者グループホーム等の防災改修等支援事業

　ｃ　非常用自家発電設備整備事業

8,250 8,330 8,250株式会社 令和6年11月1日 昭和56年9月15日

災害時において長期間・
大規模にわたり停電が
発生した際に、情報通信
サービスや電力のライフ
ラインの被害を最小限に
とどめ、早期に復旧させ
るために、非常用自家発
電設備を整備する。

有 8,250

施設の種類 施設の名称 設置主体 開設年月日
建物の

竣工年月日

協議対象となる部分の
改築・改修年月日

（該当ある場合のみ記
載）

事業内容
（どのような危険性を改善
するためのどのような

事業内容か、具体的に明
記）

国土強靭化
地域計画へ
の記載

総事業費

対象経
費の実
支出
（予定）
額

交付基
準単価

認知症高齢
者グループ
ホーム

グループホー
ム夢の郷

交付(予定)
額

備考

ｃ(ａ、ｂのい
ずれか低い

額)ａ ｂ

(単位：千円）

令和８年度　防災・減災等市町村事業整備計画書

計画名称 認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業（非常用自家発電設備整備事業分）

都道府県名 岐阜県 市町村名 神戸町

地震や風水害等の大規模災害時において、停電時に高齢者施設の利用者が被害を受けることを未然に防ぐため、非常用自家発電設備を整備し、利用者の安全・安心を確保する。


